



























































































































 墓に行き寄る人々の様子と、 〈我〉の現在まで語り継がれてきたこと 叙述。
　　
長歌末尾五句……………































































































































































































































り、 「天雲の～偲ひ継ぎ来る」 は「塚」 を見ることによって喚起される人々の「塚」と〈求婚譚〉とを語り継ぐ営みであって、実景描写ではないことを理解させる。実景と実景が喚起する人々の営みの描写という当該歌の方法は、国見歌の表現方法と共通性を持つ⒝～⒟のそ と類似する。そして、当該歌では「立ち見 ば」として見た「塚」を、周辺をも含む意の「奥つ城所」として捉え直して、改め 「我さへに
　
見れば悲しも」















































極み」については、 「そきへ」が 退キ＝方」であり、 「遠く隔たった所






































⒠は、石田王が亡くなった時の丹生王の作歌。 「天雲のそくへの極み天地の至れるまでに…行きて」とある。これは、 「百方手を尽して石田王が死なずに済むすべを教わりに行くことをいう」 （ 『新編日本古典文学全集
　
萬葉集』 ）とされる。 「天雲のそくへの極み」は、丹生王が目指す行
き先であり、 人が行き得る地の果ての意 理解できる。 ⒡は丹生女王が、大宰帥大伴旅人に贈った歌である。大和に居る女王にとって 旅人の居る筑紫は、雲のたなびく遠い果ての であ 、旅人を慕う思いを届けた
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い場所でもある。⒢は、越中に居た家持が病に伏した際に作歌した歌。山川を隔てた果て（越中）に在って、その遠さ故 都に在る「妹」に逢えない悲嘆を詠む。⒣は、唐に遣わされる時に、阿部老人が母に奉った歌。 「天地の寄り合ひの極み玉の緒の絶えじと思ふ妹があたり見つ」 （巻十一・二七八七）との類似が指摘され 「天雲の きへの極み」は、 「時間的に無限の遠い将来を、空間の無限遠点で表した」とされる（ 『新編日本古典文学全集
　
萬葉集』 ） 。⒣もまずは、果てしなく遠くまでという
距離的な遠さを言い、その遠い果 まで行く間、思い続ける果てしない時間を表現していると考 られる。これらの「そきへ」 「そくへ」の例はいずれも、人が行け 場所の中でも、果てしなく遠い場所、つまり地の果ての意と解することができる。⒠・⒡・⒣のように「天雲のそくへの極み」 「天雲のそきへの極み」 と詠む場合、 その「そきへ」 「 」 は、人や思い 行きつく先として詠まれて 当該歌も 「天雲のそきへの極み」へと「この道を
　
行く人ごとに」の意と考えて良いだろう。注
目されるのが、⒠・⒣ではそ 地の果 ま 思いを抱き続けて行くことが詠まれ、⒡では思いだけ も届けようとする心情が まれていることである。 「塚」 傍の道を行く人々は 「塚」へと立ち寄り、嘆き悲 み、或いは泣く人も居て、 「塚」と「塚」に喚起される〈求婚譚〉とを「天雲のそきへの極み」へと「語り継ぎ
　
偲ひ継ぎ来る」のである。それは
「塚」 や〈求婚譚〉 について るだけでなく、 人々 感慨をも伝えて ったことを窺わせる表現方法と言えよう。　「奥つ城を
　
我が立ち見れば」処女の亡くなった当時、墓を造営した

































前者の文脈の「我さへに」 は、 「今の世の自分までも」 （窪田空穂氏『萬
葉集評釈』 ） 「何の関係もない私でさえ」 （ 『新潮日本古典集成
　
萬葉集』 ）







させてきた「奥つ城所」へ 感動を 見れば悲しも」と表明していることが理解される。このように過去から在り続けるものに対する奈良朝の人々の感動について、次 清水克彦氏の指摘は示唆的である。氏は、奈良朝の歌人が、神代を過去として断絶 彼方 仰ぎ見ていることを指摘し、次のように述べ いる。　　




福麻呂もまた、第四期の奈良朝の歌 である。当該歌に 土地への讃美にも通じる方法を用いた背景には、過去から現在まで変わらず在り続けるものが在ることへの感動を表現しようとする意図 窺えるのである。　
長歌末尾の後者の文脈において、 「古」が指すのは、長歌冒頭の〈求










そが、見る人ごとに〈求婚譚〉の悲劇性を喚起するのである。しかし、その地の共同体の一員では無い〈我〉にとって、なじみ ない地の「塚」が喚起する、なじみ ない〈求婚譚〉以上の関心を引くものでは無かったかもしれない。 「塚」が〈我〉に想起させたのは、過去の〈求婚譚〉だけでなく、 「塚」を て〈求婚譚 の悲劇性を喚起され、それを「語り継ぎ
　
偲ひ継ぎ来る」ことをせずにはいられなかった多くの人々の
「塚」の造営当時から今まで続く感動の営みだったのである。その人々の感動の営みを想起したことによって、 改めて、 「古」 への思いが起こり、「我さへに」その「古」における〈求婚譚〉の悲劇性 対して「悲し」という感慨を懐いた である。　
反歌第一首（一八〇二番歌）は、 「塚」を「小竹田壮士」が求婚した
処女の墓「奥つ城」であることを「これ」 さして再確認する。長歌において「古のますら男 が互いに争ったという〈求婚譚〉を負う墓として詠んだ「菟原処女」の墓 、反歌では 小竹田壮士 によを負う墓として詠んで ることが注意される。　「古」の人物の名として詠まれる「小竹田壮士」や「葦屋の菟原処女」の名は地名を冠したものと推測される。前者の「小竹田」は和泉国和泉郡信田郷のことで、今の大阪府和泉市北部信太 一帯に当 るとされ、後者の「葦屋菟原」は摂津国菟原郡葦屋郷 ことで、今 兵庫県葦屋市から神戸市東部にかけての地 される。 菟原処女」にとって、 「小竹田壮士」は、異郷に住む男に当たる。異郷 者同士の結婚 たやすく認め
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観的な観察から生まれていよう。 当該歌の長歌では、 「菟原処女」 の墓「奥つ城」を見、墓の造営時の意図のままに在る「道の辺」に造営された立派な「塚 について叙述す 「塚」 を見たことで「塚」 を愛でる心情が、換喩の関係で処女を喚起し、 〈求婚譚〉 への感動を生じさせるだけ なく、「古」から現在に到るまで「塚」を見た人々にも強い感動を生じさせただろうことを把握したことは先述の通りである。当該歌には、一〇六五番歌のよ に「うべしこそ」 と う納得が明確には表現されないものの、この把握への感動こそが、長歌末尾の感慨及び、反歌第一首で 「小竹田壮士」が求婚した処女 墓であるこ を再確認し 語り継がれるべき悲劇的な〈求婚譚〉を負う墓であることを宣言することに繋がる。この宣言は、これまで語り伝えられてきた とに対する承認を示す ことは、今後も語り継ぐことを推奨する態度と言い得 そ ような「塚」と〈求婚譚〉とを が過去から現在まで継続されている「奥つ城所」がある土地への讃美の要素 うかがわせ の ある。一〇六五番歌及び反歌第二首と当該歌の長歌及び反歌第一首は、客観的に対象を観察し、対象が讃美に値する理由を見出して納得した上で 改めて讃美すべき対象として宣言するという発想とそれを表現する方法に類似性があると言えよう。　
反歌第二首は、 「菟原処女」を喪失した「古壮士」の心情に思いを馳










れる。 〈我〉は、処女のことを伝聞しただけである も関わらず、処女を恋しく思う心情になったことを詠んでいることが理解される。挽歌部において、死者に対して「恋し」と詠む例は多くある。ただし、それは第二者に対しての恋しさであり、妻や夫、主人などを喪った人が「恋し」と心情を吐露し、亡き人の不在への悲嘆を表現する。当該歌でも、 〈我〉は処女への恋しさを詠む 、それは、伝聞で知っ 〈求婚譚〉におけ処女への恋しさである。 〈我〉 とっ 時間的にも空間的にも直接しない のことを、語り継ぐのを聞くだけでも く思 詠み 直接処女を見、そして喪った「古壮士」の心情と〈我〉の心情 比較 て、「古壮士」の恋しい気持ち 思いやることには、 自身が当事者ではないと自らを認識 ていることを示 ている。ここ も客観的な態度が窺える。　
この反歌第二首は、次に挙げる赤人の真間娘子を対象とした四三三番











子が墓に過る時に山部宿祢赤人が作る歌」 （巻三・四三一～四 三）の類似性が指摘されてきた。赤人 真間の娘子を対象 した歌歌において真間の娘子の生前の様子を詠み、墓があるとさ る場所 見た感慨（四三一番歌）を吐露し、反歌では墓があるとされる とし確かに見た墓の場所を自らが他者に伝えようという意志の表明（四三二番歌）及び娘子の生前を想像して詠んでいる（四三三番歌） 。 方、当該歌は、長歌に「菟原処女」の生前の様子は詠まれず、求婚をした男達が「相競ひ」する経過 続 、墓及び墓がある一帯を見た感慨が詠まれる（一八〇一番歌） 。反歌では 語り継 るべき悲劇的な〈求婚譚〉を負う墓であることを再確認し 一八〇二番歌） 、過去の男の心情を像して詠んでいる（一八〇三番歌） 。両者は、一見類似するように見え、
特に、長歌と反歌第一首において歌の発想や表現内容における類似性が指摘されてきたが、興味の在処や発想が異なり、 方法 ついての類似性にも乏しい。一方 さほど似ていないとされてきた、反歌第二首には発想の類似性が見られることは述べ きた通りである。　
当該歌は、過去に亡くなった第三者の「菟原処女」の死を対象としな
がら、その処女よりも処女に求婚した「ますら男」に焦点を当て、悲劇的な〈求婚譚〉を思って悲 むのみで 処女 死 は焦点を当て いない。歌の主眼は、 「塚」が、造営さ た当時の意図のまま 残っ おりしかも「塚」が喚起する〈求婚譚〉 「語り継ぎ
　
偲ひ継ぎ来る」と継










































 村田正博氏「 「おくつき」考」 「山辺道」 五、昭和五六年三月。
（
（（）







 「直目」には巻九・一七九二、巻十一・二八一〇、巻十二・二九七九の三例があるが、いずれも直接見ることの意である。なお、類似の表現 直に逢ふ」が、直接逢う意であることは吉井巖氏に指摘がある（ 「倭太后の歌一首について」『萬葉集への視角』和泉書院、平成二年一〇月、初出 萬葉」一三 、平成元年三月） 。
（日本女子大学大学院文学研究科日本文学専攻博士課程後期）
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T
heelegy(banka)divisioninB
ook（ofthe M
an’yoshu

con
tain
sth
e“P
oem
sC
om
p
osed
on
S
top
p
in
g
b
y
th
eG
rav
eofth
e
A
shiyaM
aiden”byT
anabenoSakim
aro(B
ook（,N
o.（（0（-（（0（),w
hich
som
ehaveterm
edlegendarypoem
s.Ithasbeenpointedoutthat
thesepoem
sresem
blethecom
positionbyY
am
abenoA
kahitogiven
as“P
oem
sC
om
posedonStoppingbytheG
raveoftheM
aidenof
M
am
ainK
atsushika”(B
ook（,N
o.（（（-（（（),w
hichsom
ealsoreferto
aslegendarypoem
s,andw
hichhavethesam
epatternofprefatory
noteasw
ellassim
ilarcontentinthepoem
s.A
tfirstglance,thetw
o
setsofpoem
sm
ayappearsim
ilar,buttherearealsodifferences.T
he
focusoftheSakim
aropoem
sisonthem
enw
hocam
ecourtingthe
m
aiden,forexam
ple,andhispoem
sw
erecom
posedoutofthedeep
em
otion
felton
seein
g
th
eg
rav
e.T
h
ism
od
eofcom
p
osition
b
y
Sakim
aroraisesquestionsaboutthepoet’spurposeincom
posingthe
poem
s.
A
nanalysisofexpressionsintheSakim
aropoem
sshow
sthatthe
longerpoem
(choka)usesexpressivetechniquessim
ilartothosein
realm
-view
ing(kunim
i)poem
s.T
hegraveisassociatedw
ithaccounts
ofm
enw
hohadcom
ecourtingthem
aidenduringherlife,andthe
poem
recallshow
thegravehadbeenthecauseoftheactivitiesof
peoplew
how
eresaidtohave“passeddow
nthetellingofthosetales
andbeenm
ovedbythinkingonw
hathadpassed”hereatthisplace.
Itism
ad
eclear,th
erefore,th
atth
ep
oem
iscom
p
osed
from
an
objectiveview
pointoutofem
otionevokedbythisregionthatisthe
locusofthoseactivitiesasw
ellasthelocationofthegrave.A
lthough
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thefirstenvoy(hanka)declaresthisgravetobeasitetiedtothose
courtshipaccounts,thereisnosignofanintenttospeakasafirst-
h
an
d
p
articip
an
tin
th
etalesth
ath
av
eb
een
p
assed
d
ow
n
.T
h
e
secondenvoyim
aginestheem
otionsofthepeopleleftbehindafter
them
aiden’sdeathandexpressessym
pathyforthem
.T
hesepoem
s
arecom
posednotsom
uchoutofinterestinthedepartedasinthe
peoplew
hohadbeeninvolvedw
iththedeparted.Itcanbeinferred,
therefore,thatSakim
aro’sintentincom
posingthesepoem
sw
asto
express,from
anobjectiveview
point,therecognitionofhum
anactions
andthingsthathavecontinuedinexistenceunchangedfrom
thepast.
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